
午
後
四
時
と
な
り
、
手
術
着
に
着
替
へ
、
擔
架
に
乘
せ
ら
れ
、
い
ざ
手
術
室
へ
移
動
せ
ら
れ
る
。
目
前

に
手
術
室
の
看
板
見
え
し
時
、
突
然
擔
架
急
停
止
す
。
何
事
ぞ
と
思
ひ
た
る
に
、
看
護
師
「
大
變
、
足
指

に
マ
ニ
キ
ュ
ア
あ
り
」
と
叫
ぶ
。
吾
は
緊
急
入
院
に
て
、
事
前
手
續
き
等
通
常
行
程
免
除
せ
ら
れ
た
り
。

手
術
の
場
合
、
指
先
に
て
體
内
酸
素
計
る
た
め
、
手
、
足
す
べ
て
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
取
り
除
く
こ
と
必
須
な

な
る
事
知
ら
ず
。
除
光
液
使
ひ
、
看
護
師
お
よ
び
親
戚
等
數
人
が
吾
の
足
指
を
拭
き
て
、
吾
思
わ
ず
苦
笑

ひ
し
、
「
す
み
ま
せ
ぬ
」
と
謝
る
。

い
よ
い
よ
手
術
臺
に
移
せ
ら
る
。
覺
え
ず
し
て
全
身
温
ま
る
心
地
す
。
消
化
器
外
科
部
長
「
赤
谷
さ
ん

麻
醉
か
け
ま
す
よ
」
と
吾
を
覘
く
。
我
が
見
ゆ
る
は
眞
上
の
み
。
聲
を
か
け
ら
れ
た
る
瞬
間
意
識
遠
の
く
。

「
赤
谷
さ
ん
目
を
開
け
て
下
さ
い
。
最
短
の
手
術
で
し
た
よ
～
」
と
の
外
科
醫
の
聲
に
て
目
を
覺
ま
す
。

さ
す
が
名
醫
の
執
刀
、
一
時
間
丁
度
に
て
五
十
グ
ラ
ム
の
膽
嚢
を
摘
出
し
た
る
事
、
立
ち
會
ひ
し
從
妹
二

人
よ
り
聞
く
。
お
腹
に
は
五
個
の
穴
の
み
あ
り
。
し
か
し
な
が
ら
、
膽
嚢
は
切
除
せ
ら
れ
、
へ
そ
よ
り
摘

出
せ
ら
れ
し
故
、
お
腹
の
中
二
カ
所
は
「
縫
つ
て
あ
り
」
と
知
ら
さ
る
。

翌
日
教
授
囘
診
あ
り
、
「
ど
う
で
す
か
？
」
と
質
問
せ
ら
れ
、
痛
み
痛
み
は
殘
れ
ど
も
快
適
な
り
と
返

答
。
若
き
外
科
醫
三
名
、
入
れ
替
は
り
に
立
ち
寄
り
、
傷
口
の
あ
ん
ば
い
、
體
調
の
あ
れ
こ
れ
質
問
す
。

ま
た
、
「
今
日
よ
り
病
院
の
廊
下
、
十
囘
ば
か
り
は
歩
く
べ
し
」
と
何
度
も
指
示
さ
れ
き
。
歩
め
ば
振
動

傷
に
響
き
痛
み
あ
り
、
ま
た
横
向
き
に
横
た
は
れ
ば
内
臟
の
傷
に
激
痛
走
り
、
仰
向
け
に
寢
ぬ
る
事
以
外

能
わ
ず
。
身
體
捩
る
こ
と
と
、
負
荷
を
か
く
る
は
爲
ら
ず
と
き
つ
く
指
示
さ
る
。
從
ひ
て
重
き
荷
物
な
ど

持
つ
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。
火
曜
日
の
手
術
後
は
點
滴
の
み
に
て
絶
食
。
飮
み
物
す
ら
口
に
す
べ
か
ら
ず
と
の

指
示
。
退
院
豫
定
の
土
曜
日
に
、
待
ち
わ
び
し
食
事
採
る
事
こ
と
許
可
せ
ら
る
。

土
曜
日
の
檢
査
結
果
、
白
血
球
數
か
な
り
高
く
、
抗
生
劑
の
點
滴
繼
續
せ
ね
ば
な
ら
ず
と
の
醫
師
の
判

斷
に
て
、
退
院
は
月
曜
日
に
延
期
せ
ら
る
。
膽
嚢
の
炎
症
強
し
き
こ
と
の
結
果
と
覺
ゆ
。

退
院
せ
し
後
、
二
週
間
後
の
外
來
診
察
に
て
、
擔
當
醫
よ
り
組
織
檢
査
の
結
果
癌
等
の
心
配
な
き
事
説

明
あ
り
。
從
ひ
て
、
内
臟
に
よ
ほ
ど
の
痛
み
な
く
ば
、
病
院
に
通
ふ
の
要
無
し
と
、
言
は
る
。
こ
れ
に
て

解
放
せ
ら
れ
、
ひ
と
月
は
大
人
し
く
し
た
る
も
の
の
、
氣
功
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
體
幹
強
化
・
深
層
筋
ト
レ
、

ゴ
ル
フ
等
の
運
動
再
開
す
る
を
樂
し
み
に
養
生
す
と
決
め
る
。

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日
受
附
）

一

誕
生
月
の
不
運
（
そ
の
二
）

赤
谷
慶
子


